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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月8日(2011.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給電圧によって駆動されるＲＦ回路であって、
　ＲＦ入力信号を受信し、ＲＦ出力信号を生成するように動作可能な電力増幅器と、
　前記ＲＦ出力信号の電力を示す検出器信号を生成するように動作可能な検出器と、
　供給電圧が規定の閾値を下回る低供給電圧状態を示すオフセット信号を生成するように
動作可能なオフセット・ユニットと
　を備え、
　前記ＲＦ出力信号の電力は、少なくとも部分的には制御信号によって制御され、前記制
御信号は、前記検出器信号と前記オフセット信号との組み合わせによって決定される、Ｒ
Ｆ回路。
【請求項２】
　前記ＲＦ回路は、前記低供給電圧状態を示すオフセット信号に応答してＲＦ出力信号の
電力を減少させるように制御信号を調整する、請求項１に記載のＲＦ回路。
【請求項３】
　前記オフセット信号の大きさは前記規定の閾値と前記供給電圧との間の差の大きさを示
し、前記制御信号は前記検出器信号と前記オフセット信号との和を含む、請求項２に記載
のＲＦ回路。
【請求項４】
　前記ＲＦ入力信号を生成するように動作可能であり、前記制御信号を受信するように構
成される送信機をさらに備え、前記送信機は、前記低供給電圧状態を反映する前記制御信
号に応答して前記ＲＦ入力信号の電力を減少させるように構成される、請求項１に記載の
ＲＦ回路。
【請求項５】
　前記検出器信号は前記ＲＦ出力信号の電力とともに変化し、前記オフセット信号は公称
電圧と前記供給電圧との間の差の大きさとともに変化し、前記制御信号は前記検出器信号
及び前記オフセット信号の和とともに変化する、請求項１に記載のＲＦ回路。
【請求項６】
　前記検出器信号は、前記ＲＦ出力信号の電力とともに対数的に変化する電流信号であり
、前記オフセット信号は、前記公称電圧と前記供給電圧との間の差の大きさとともに線形
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的に変化する電流信号である、請求項５に記載のＲＦ回路。
【請求項７】
　前記供給電圧は電池電圧によって決定され、前記オフセット信号は実際の電池電圧と公
称上の電池電圧との間の差とともに変化する、請求項５に記載のＲＦ回路。
【請求項８】
　前記オフセット・ユニットは、低供給電圧状態の検出に応答して制御電流を増加させる
ように動作可能である、請求項５に記載のＲＦ回路。
【請求項９】
　前記オフセット・ユニットは、制御電流を増加させて、移動体用グローバル・システム
通信（ＧＳＭ）ＧＳＭ進化型高速データレート（ＥＤＧＥ）規格の隣接チャネル電力比（
ＡＣＰＲ）および誤差ベクトル振幅（ＥＶＭ）要件との適合を確実にするのに十分な程度
に前記ＲＦ出力信号を低減するように動作可能である、請求項５に記載のＲＦ回路。
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